
項 ⽬ 内 容

名称 ハマビシ、トリビュラス [英]Tribulus、Puncture vine、Gokhuru、Al-gutub、

Catʼs-Head [学名]Tribulus terrestris L.

概要 ハマビシは、温暖地域から熱帯にかけて広く分布し、海辺砂地に⽣えるハマビシ科

の1〜2年草で、1 m程度に⽣⻑し、⻩⾊い花をつける。果実は硬く、とげがある。

果実部分は＜疾黎⼦ (しつりし) ＞という名の⽣薬で利尿・消炎作⽤を持つとされ、

医薬品に該当するため、果実部を⾷品に⽤いることはできない。また、ハマビシ

は、絶滅危惧IB類 (EN︓近い将来における絶滅の危険性が⾼い種) に指定される絶

滅危惧種でもある。

法規・制度 ■⾷薬区分

・シツリシ (ハマビシ) 果実︓「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」

に該当する。

■⽇本薬局⽅

・シツリシが収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・ケンフェロール、ケンフェロール-3-グリコシド、トリブロシド、精油、タンニ

ン、樹脂などを含む (29) 。

分析法 ・ハマビシに含まれるサポニンをGC/MSで分析した報告がある (PMID:19890844)

。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=19890844&dopt=Abstract


有効性

ヒ

ト

で

の

評

価

循環器・

呼吸器

調べた⽂献に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 RCT

・HSDD (性的欲求低下障害) の⼥性60名 (試験群30名、平均36±6.24歳、イラン)

を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ハマビシ抽出液7.5  

mg/⽇を4週間摂取させたところ、⼥性の性機能評価尺度 (FSFI) スコアの上昇が認

められた (PMID:24773615) 。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ RCT

・ラグビー選⼿の男性22名 (試験群11名、平均20.5±3.8歳、オーストラリア) を

対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ハマビシ抽出物450 mg/

⽇を5週間摂取させたところ、筋⾁量、筋⼒に影響は認められなかった

(PMID:17530942) 。

発育・成⻑ 調べた⽂献に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献に⾒当たらない。
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